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24,504,000
＊特定財源の説明 施設入所者、扶養義務者の収入状況に応じた入所負担金

④ コストに関する補足説明

財源
内訳

一般財源 93,357,644 94,136,936 89,803,148 116,202,000
特定財源 29,781,985 30,925,359 27,001,820

③ 合計コスト（①＋②） 123,139,629 125,062,295 116,804,968 140,706,000
前年度比 101.6% 93.4% 120.5%

121,062,295 111,204,968 134,706,000

② 人件費 4,000,000 4,000,000 5,600,000 6,000,000
正規職員の人数（人） 0.50 0.50 0.70 0.75

ア）コストの推移 ＊この事業にかかる費用（人件費は、1人あたり年間800万円で換算） [単位：円]

区　分 24年度 25年度 26年度 27年度(予算）

臨時的経費 0 0 0 0
＊臨時的経費の説明

① 直接事業費 119,139,629 121,062,295 111,204,968 134,706,000
経常経費 119,139,629

事業の実施内容 ＊26年度に、いつ・どこで・誰が・何を・どのように行ったか、という具体的な内容

１．入所希望相談、調査、判定委員会、各種調整
　　　・年度当初入所者（５施設）　　５４人　　・年度末入所者（５施設）　　５２人
２．現入所者に対する面接、入所施設からの各種相談
３．年度中の施設入退所者　入所者　９人　　退所者　１１人
４．入所判定委員会の開催
５．入所者、扶養義務者の施設入所負担金徴収事務
６．岡谷和楽荘の措置市町村福祉事務所への通知

前年度の課題
への対応

目
的

対象者 　市内在住の65歳以上高齢者（一部例外あり）

意　図 　対象者の安定した居住と生活の場を確保する。

●事業の実施内容（DO）

事業の概要等 ＊対象者（誰のため)、意図（どのような状態にしたいのか）

事業の概要
（簡潔に）

　ひとり暮らし及び在宅で生活が困難な高齢者に対し、安定した居住と生活の場を提供す
るため、養護老人ホームへの入退所等の措置を適切に行う。

予算科目 施設福祉サービス事業費 業務委託 一部委託

実施義務 あり（義務的・標準的事業） 国県補助 なし

担当部課 部等 健康福祉部 課等 介護福祉課 作成者 宮澤　博文

３ 事業概要

目
的
体
系

基本目標 ともに支えあい、健やかに暮らせるまち

政　　策 福祉の充実 施　　策 高齢者福祉の充実

根拠法令 老人福祉法

評価対象年度 平成 26 年度

事務事業評価表（内部管理事務等）
１次評価日（主幹等）

２次評価日（課長等）

事業名 養護老人ホーム関連事務 コード 63303

様式第３号



イ）負担金、補助金、交付金の状況

７

８

改善開始時期

●次年度の計画（PLAN）

次年度の方針 継続して実施 ９ 施策評価による27年度の優先度
*H25年度施策評価表より転記すること

Ｂ

●改善の内容（ACTION）

具体的な課題と改善

課
　
題

（事務を正確に実施し、少ない費用で効率的に事業を行う上で、現在課題になっていること）

特になし

改
善
方
法

（上記の課題をふまえて27年度以降に実施する、具体的な改善の内容）

特になし

ア)の①に含まれる負担金
等合計金額及び割合

合計金額 0 0 0 0

件数

金額

割合 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

件数

金額

金額

件数

金額

[単位：件、円、％]

負担金補助金 24年度 25年度 26年度 27年度(予算）

件数

金額

件数


